
駿河湾港の現状と課題／ポテンシャル／果たすべき役割

【経済社会構造 ⻑期展望】
■新  成⻑国 台頭
■世界⼈⼝の急増
■資源 ｴﾈﾙｷﾞｰ ⾷料 争奪 激化
■国内⼈⼝の減少
■超⾼齢化社会の到来
■国際交流 進展

【駿河湾港のポテンシャル】
■⽇本 ⽀  産業 経済 交流  地域⼒ 
■「港」のポテンシャル

 多彩 豊富 貿易 交流基盤  更  開発可能空間
■「場」のポテンシャル

・国⼟の中⼼ ・第⼀国⼟軸上に位置 ・充実した⾼速交通網  新東名全線開通   東⻄軸 強化
 南北軸 整備 進展  太平洋航路 直結 ・⾃然豊かな駿河湾 ・我が国を代表する観光資源

【駿河湾港の課題】

【物流 産業】
トータル物流    低減 

駿河湾港の役割の強化

【防災 危機管理】
安全・安⼼な港まちづくりと
物流機能継続性 確保

【交流 ⽣活 環境】
3港 個性 ⽣   魅⼒  

ウォーターフロントの創出

【近年 情勢変化要因】
■世界同時不況
■東⽇本⼤震災 巨⼤地震発⽣ 切迫性
■超円⾼
■⽣産拠点の海外シフト
■経済連携協定（TPP他）
■     交流⼈⼝ 拡⼤

【駿河湾港の果たすべき役割 ~３つの“S”~】
<駿河湾港が果たすべき役割を考える上での視点>

◇県⺠ 雇⽤ 安全 安⼼ 暮   維持
◇県の枠を超えた新しい⼤きなネットワークにおける交通結節点

【物流 産業】
○本県の地域経済と産業（雇⽤）を⽀える
○本県 周辺都県       ⾷料 ⽣活物資 安定的 供給  
○⼤都市圏の負荷を軽減する

【防災 危機管理】
○県⺠ 暮   安全 安⼼ 守 （減災対策 促進）
○本県の産業活動を継続させる
○災害時における広域⽀援機能を果たす

【交流 ⽣活 環境】
○湾内定期船やクルーズなど多様な海上交通を⽀える
○快適な就業・⽣活環境を提供する
○駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継承する

【防災 危機管理】 Safety 安全

【物流 産業】 Support ⽀援

【交流 ⽣活 環境】 Spark 活気

資料３ 第3回委員会までの検討内容
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①⼤⽔深コンテナターミナルの整備促進
②多様なニーズに対応可能なコンテナターミナルの整備
③外内貿ROROターミナルの強化 ④バルク貨物船の⼤型化への対応促進
⑤備蓄機能の拡充

①背後幹線道路      強化
②産業集積拠点や広域貨物集配拠点とのネットワーク強化

①再編 集約   物流機能 最適化 ②遊休埠頭 利⽤転換 促進

①⾼度ロジスティクス機能の導⼊
②原材料 製品輸送需要 対応  物流機能 拡充
③循環資源貨物取扱機能の強化 ④遊休⽤地への産業導⼊の促進

①臨海部防災拠点 整備促進
②SOLAS対応等の保安対策の強化
③エネルギー関連施設の再点検と整備促進
④漂流物（流⽊      船舶等）対策 強化

①産業活動維持⽤の耐震強化岸壁等の確保
②駿河湾港内でのバックアップ体制 配慮  施設規模 配置 ⾒直 

①避難ルートの確保と避難施設の拡充
②船舶及 滞留者等 避難対策 強化
③津波・⾼潮防護ラインの性能の再点検と整備促進
④防波堤    強 構造  改良

①周辺地域との広域⽀援体制や代替機能の確保
②県内の広域的ながれき処分体制への⽀援

①外内航クルーズ船等受⼊体制の強化（専⽤ターミナルの確保）
②湾内海上ネットワークの構築と対応施設の確保
③交流 観光施設 拡充（観光      充実）
④港湾緑地、海浜の整備促進 ⑤港湾景観の改善促進

①プレジャーボート収容施設の確保
②海洋レジャー産業の導⼊空間の確保

①⽔質・底質改善の継続 ②海洋投棄に代わる⼟砂処分場の確保
③港湾    再⽣可能     利⽤ 促進

Ｋ．⾃然環境の保全

Ｊ．レクリエーション機能の強化

Ｉ．交流機能 強化

Ｈ．広域連携への対応

【物流 産業】 Support ⽀援
●本県の地域経済と産業（雇⽤）を

⽀える
●本県 周辺都県       ⾷料 

⽣活物資を安定供給する
●⼤都市圏の負荷を軽減する

【防災 危機管理】 Safety 安全
●県⺠ 暮   安全 安⼼ 守 

（減災対策の促進）
●本県の産業活動を継続させる
●災害時における広域⽀援機能を果たす

【交流 ⽣活 環境】 Spark 活気
●湾内定期船やクルーズなど多様な海上

交通を⽀える
●快適な就業・⽣活環境を提供する
●駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継

承する

Ｇ．物流機能継続性 確保

Ｆ．緊急対応⼒ 強化

Ｅ．避難・防護対策の拡充

Ｄ．内陸拠点  連携強化

Ｃ．港湾⽤地の有効活⽤

Ｂ．ターミナルの拡充

Ａ．埠頭利⽤ 再編 集約

基本⽅針と取り組み施策果たすべき役割（3S）

－ 新しい時代にふさわしい⽇本の⽞関 －
Smart ・ Port SURUGAWAN 『 スマート・ポート 駿河湾 』

駿河湾港の
将来像

駿河湾港の果たすべき役割／将来像／基本⽅針と取り組み施策

都市・漁村
機能と港湾
との融合

静岡県
みなと機能
継続計画
の策定と

駿河湾港の
防災機能の

向上

駿河湾港
取扱貨物の
将来需要
 ⾒通 
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駿河湾港の主な取り組み施策の展開⽅向
（１） 物流 産業  関  施策 展開    

清⽔港

御前崎港

A-①再編 集約   物流機能 最適化A-①再編 集約   物流機能 最適化

D-①背後幹線道路      強化D-①背後幹線道路      強化

C-③循環資源貨物取扱機能の強化C-③循環資源貨物取扱機能の強化

⽥⼦の浦港

B-①⼤⽔深コンテナターミナルの整備促進B-①⼤⽔深コンテナターミナルの整備促進

A-①再編 集約   物流機能 最適化A-①再編 集約   物流機能 最適化

A-①再編 集約   物流機能 最適化A-①再編 集約   物流機能 最適化

B-②多様なニーズに対応可能な
コンテナターミナルの整備

B-②多様なニーズに対応可能な
コンテナターミナルの整備

清⽔港
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駿河湾港の主な取り組み施策の展開⽅向

（２） 防災 危機管理  関  施策 展開    

◆日の出埠頭 展望広場の設置案

・⽇の出4・5号上屋 撤去（物流機能 移転）
⇒跡地に津波避難施設を兼ねた展望広場を整備

●フェリーや旅客船の就航で多くの⼈でにぎわう
⽇の出埠頭において津波避難対策を強化

⽇の出4号岸壁
（耐震強化岸壁）

⽇の出5号岸壁
（耐震強化岸壁）

⽇の出4号上屋 ⽇の出5号上屋

E-①避難ルートの確保と避難施設の拡充E-①避難ルートの確保と避難施設の拡充

◆袖師埠頭 避難タワー設置案

臨海部防災拠点
の形成

興津11 14号岸壁
（耐震強化岸壁）

三
遠
南
信
自
動
車
道

新東名高速道路

緊急物資1次
搬入

緊急物資1次搬入

緊
急
物
資
1
次
搬
入

【静岡県の緊急物資海上輸送ネットワーク】

F-①臨海部防災拠点 整備促進
（緊急物資輸送⽤耐震強化岸壁等の整備

F-①臨海部防災拠点 整備促進
（緊急物資輸送⽤耐震強化岸壁等の整備

G-①産業活動維持⽤の耐震強化岸壁等の確保G-①産業活動維持⽤の耐震強化岸壁等の確保

G-②
駿河湾港内での
物流機能    
アップ体制の強化

G-②
駿河湾港内での
物流機能    
アップ体制の強化

H-②県内の広域的ながれき処分体制への⽀援H-②県内の広域的ながれき処分体制への⽀援

H-①⾸都圏被災時のバックアップ体制の構築H-①⾸都圏被災時のバックアップ体制の構築
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駿河湾港の主な取り組み施策の展開⽅向

（３） 交流 ⽣活 環境  関  施策 展開    

I-①
外内航クルーズ船等
受⼊体制の強化

I-①
外内航クルーズ船等
受⼊体制の強化

愛知県

静岡県

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

東名高速道路

富士山
静岡空港

名古屋

下
田
港
内
め
ぐ
り

湾内遊覧

：現存航路

：廃止航路

石廊崎
岬めぐり

堂ヶ島マリン
クルーズ

県道223号

旅客船・フェリー
(御前崎港 下⽥港)

旅客船・フェリー
(⼤井川港 松崎港)

(清⽔港 ⼟肥港
 松崎港)

駿河湾ﾌｪﾘｰ

(清⽔港 ⼟肥港)

ホワイトマリン
(沼津港～土肥港)

I-②
湾内海上ネットワークの
構築と対応施設の確保

I-②
湾内海上ネットワークの
構築と対応施設の確保

I-③交流 観光施設 拡充I-③交流 観光施設 拡充
■清⽔港⽇の出・江尻地区のにぎわい整備プラン

I-③交流 観光施設 拡充I-③交流 観光施設 拡充

I-③交流 観光施設 拡充I-③交流 観光施設 拡充

■御前崎港御前崎地区のにぎわい整備プラン

■⽥⼦の浦港富⼠地区のにぎわい整備プラン
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駿河湾港 将来像／⻑期空間利⽤構想

清⽔港 ⻑期空間利⽤構想図

⽥⼦の浦港 ⻑期空間利⽤構想図 御前崎港 ⻑期空間利⽤構想図

－ 新 し い 時 代 に ふ さ わ し い ⽇ 本 の ⽞ 関 －

Smart ・ Port SURUGAWAN
『 スマート・ポート 駿河湾 』

駿河湾港の将来像

駿河湾港の果たすべき役割  ３  “S”  駿河湾港の果たすべき役割  ３  “S”  

【防災
 危機管理】
Safety
安全

【物流 産業】

Support
⽀援

【交流 ⽣活
・環境】

Spark
活気
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